
Hyogo Prefecture

水素を巡る国の動向

令和７年８月４日

兵庫県企画部総合政策課

兵庫水素社会推進構想改定検討会（第１回）

【資料２ｰ２】
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01水素等分野における戦略等の策定状況等

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

42.0億円

〇日本は世界で初めての水素基本戦略を2017年12月に策定、水素関連の取組を強化。
〇2020年、カーボンニュートラル宣言を受け、第６次エネルギー基本計画において、初めて電源構成
の1％程度を水素・アンモニアとすることを目指すこととした。

〇2023年、6年ぶりに水素基本戦略を改定。技術の確立を主としたものから、商用段階を見据え、
産業戦略と保安戦略を新たに位置づけた。

〇2024年、水素社会推進法が成立。低炭素水素等の導入拡大に向けた規制・支援一体的な制度を講じ
ていく。

〇2025年、第７次エネルギー基本計画が閣議決定、GX2040ビジョンを策定し、2040年の電源構成や
目指すべきGX産業構造、GX産業立地政策の方向性を提示

GX2040ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定

出典：「水素社会を取り巻く国内外情勢と水素政策の現状について」(2024.9.6)(資源エネルギー庁)に一部追記
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水素基本戦略 02

出典：「令和5年度ひょうご水素社会推進会議」(2024.3.28)（兵庫県）資料を再整理







Hyogo Prefecture

GX基本方針～水素等への投資戦略～ 03

出典：「令和5年度ひょうご水素社会推進会議」(2024.3.28)（兵庫県）資料
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04水素社会推進法の概要

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

42.0億円
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
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05水素社会推進法による支援制度
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06第６次エネルギー基本計画(2021.10)

〇ポイント
・2050年C/N、2030年度46%削減等の実現に向け
たエネルギー政策

・安全性の確保を大前提に、S＋３Eに向けた取組
・2030年電源構成において、水素・アンモニア
１％を位置づけ

〇水素関連
・水素、アンモニア発電やCCUS等による炭素貯蔵
を前提とした火力発電のイノベーションを追及

・電化が困難な部門では水素や合成メタンの活用
等により脱炭素化。特に産業部門では、水素還
元製鉄などのイノベーションが不可欠

<2030年に向けた政策対応>
・水素を新資源として位置づけ、社会実装を加速
・安定的かつ大量に供給するため、海外からの安
価な水素活用、国内資源を活用した水素製造基
盤を確立

・大量の需要が見込める発電部門では、2030年ま
でにガス火力への30%水素混焼や石炭火力への
20%アンモニア混焼の導入を目標に、実証環境
整備を行う

概 要
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07第７次エネルギー基本計画(2025.2)

〇ポイント
・ウクライナ侵略や中東情勢の緊迫化、ＤＸ進展
に伴う電力需要増加など、状況変化

・再生可能エネルギーや原子力などの脱炭素電源
を最大限活用、特定の電源や燃料源に過度に依
存しないバランスのとれた電源構成を目指す

・2040年に向け、GX2040ビジョンと一体的にエ
ネルギー安定供給、経済成⾧、脱炭素の同時実
現に取り組む

〇水素関連
・技術開発により国際競争力を磨くとともに、企
業の設備投資を促す

・社会実装に向けては、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ構築を強力に支
援し、コスト低減と利用拡大の両輪で進める

・再エネ等の出力変動を補う調整力等の役割を担
う火力発電は、トランジション手段としてのＬ
ＮＧ火力の確保、水素・アンモニア、ＣＣＵＳ
等を活用した脱炭素化を進める

<電源構成>
・2040年の電源構成を提示。水素は火力に含む

概 要



Hyogo Prefecture

08
GX2040ビジョンの概要

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

42.0億円
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09GX2040ビジョン、第７次エネ基、温対計画の位置づけ

01

02 高校無償化への対応

50.4億円

42.0億円


